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本
年
度
の
Ｎ
Ｒ
Ｎ
の
活
動
に
お
け
る
最
大
の
柱
で

あ
り
、
ま
た
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
の
成
果
を
本
格
的
に
世

に
問
う
抗
潰
瘍
酒
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
よ
う

や
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

昨
年
の
臨
時
総
会
以
降
、開
発
に
携
わ
る
四
社
は
、

そ
れ
ぞ
れ
雑
酒
ま
た
は
リ
キ
ュ
ー
ル
の
免
許
申
請
を

行
い
、
同
時
に
勇
心
酒
造
は
、
抗
潰
瘍
効
果
の
あ
る

№
１
０
１
‐
Ａ
エ
キ
ス
に
つ
い
て
公
的
機
関
へ
の
分

析
依
頼
を
し
た
後
、
酒
類
原
料
と
し
て
の
判
断
を
国

税
庁
に
仰
ぐ
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。 

 
 
 
 

 

機
能
性
酒
類
の
開
発
と
い
う
国
税
庁
に
と
っ
て
前

例
の
な
い
案
件
だ
け
に
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。当
初
、

結
論
と
し
て
№
１
０
１
‐
Ａ
は
糖
類
に
該
当
す
る
と

い
う
見
解
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
同
エ
キ
ス
を

清
酒
の
原
料
と
し
た
場
合
は
「
糖
類
使
用
」
と
原
料

表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
態
を
避
け
る

た
め
新
た
に
同
エ
キ
ス
の
中
の
還
元
糖
類
を
減
ら
し

た
コ
メ
・
エ
キ
ス
（
№
１
０
１
‐
０
Ａ
）
を
造
り
、

再
度
国
税
局
に
判
断
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
四
月

中
旬
、
高
松
国
税
局
か
ら
勇
心
酒
造
に
対
し
て
こ
の

エ
キ
ス
が
「
澱
粉
質
分
解
物
」
に
該
当
す
る
と
い
う

判
断
が
示
さ
れ
た
。 
こ
れ
を
受
け
て
五
月
十
七
日
、
大
阪
に
お
い
て
勇

心
酒
造
を
含
む
五
社
に
よ
る
「
第
一
回
抗
潰
瘍
酒
開

発
実
務
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
同
エ
キ
ス
の
機
能

性
に
つ
い
て
の
再
確
認
、
醸
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

機
能
低
下
の
有
無
、
エ
キ
ス
の
供
給
条
件
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。
今
後
分

析
・
確
認
作
業
を
要
す
る
事
項
も
あ
る
た
め
詳
細
に

つ
い
て
は
六
月
二
十
二
日
の
臨
時
総
会
で
報
告
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
主
な
確
定
事
項
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。 

■ 

商
品
開
発
の
役
割
分
担 

・
一
ノ
蔵
：
低
ア
ル
コ
ー
ル
雑
酒 

・
嘉
美
心
：
一
般
的
な
清
酒
の
仕
様
に
よ
る
雑 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

  

酒 

・
梅
錦
山
川
：
ハ
ー
ブ
入
り
リ
キ
ュ
ー
ル 

・
富
久
錦
：
ハ
ー
ブ
入
り
リ
キ
ュ
ー
ル
、
梅
酒 

 
 
 
 
 

 

ブ
レ
ン
ド 

 
 

■ 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

・
六
月
：
試
験
醸
造
開
始 

・
九
月
末
：
試
作
完
了
。
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成 

■ 

エ
キ
ス
供
給
量
の
確
定 

・
会
員
企
業
の
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
・
エ
キ
ス
希
望
量 

（
雑
酒
、
リ
キ
ュ
ー
ル
別
）
を
確
認
す
る
た
め

六
月
の
臨
時
総
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布

す
る
。 

■ 

免
許
申
請
支
援
サ
ー
ビ
ス 

 
 

・
雑
酒
ま
た
は
リ
キ
ュ
ー
ル
の
免
許
を
必
要
と
す

る
会
員
企
業
に
対
し
て
、
事
務
局
か
ら
記
載
見

本
と
申
請
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
提
供
す
る
（
サ
ー
ビ

ス
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
）。 

 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 

・
・
・ 

 

・
・
・ 

 
 
 
 

な
お
、
勇
心
酒
造
は
、
抗
潰
瘍
酒
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て

№
１
０
１
エ
キ
ス
の
生
産
能
力
を
高
め
る
た
め
、

連
続
遠
心
分
離
機
（
写
真
上
）
と
精
製
・
濃
縮

設
備
（
写
真
左
）
を
新
規
に
導
入
し
た
。 
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抗
潰
瘍
酒
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、 

「
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
」
の 

適
用
を
申
請
へ  

 
 
 
 
 
 
 

 

前
項
の
機
能
性
酒
類
の
開
発
に
か
か
わ
る
申
請
作
業
と

並
行
し
て
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
「
中
小
企
業
経

営
革
新
支
援
法
」
の
適
用
申
請
を
行
っ
て
き
た
が
、
五
月

二
十
九
日
、
国
税
庁
に
対
し
て
正
式
に
申
請
書
を
提
出
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
酒
業
界
に
お
け
る
同
法
の
適
用
申
請

第
一
号
で
あ
る
。 

こ
の
法
律
で
は
、
単
独
申
請
の
場
合
、
都
道
府
県
宛
に

提
出
し
、
申
請
者
の
所
在
地
が
広
域
に
ま
た
が
る
場
合
は

所
轄
官
庁
を
通
じ
て
通
産
省
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
Ｎ
Ｒ
Ｎ
事
務
局
と
し
て
は
、
国
税
庁
酒
税
課
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
基
づ
い
て
申
請
者
を
一
ノ
蔵
、
嘉
美
心
、
勇

心
三
社
に
絞
っ
て
作
成
す
る
な
ど
や
は
り
紆
余
曲
折
が
あ

っ
た
が
、
よ
う
や
く
提
出
に
こ
ぎ
つ
け
た
。 

た
だ
、
今
年
に
つ
い
て
は
こ
の
法
律
の
実
行
予
算
が
少

な
い
た
め
、
正
式
に
認
可
さ
れ
て
も
二
分
の
一
ま
た
は
三

分
の
二
と
い
う
補
助
金
に
つ
い
て
は
期
待
薄
と
い
う
問
題

は
あ
る
。
し
か
し
、
「
抗
潰
瘍
酒
の
開
発
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
中
央
レ
ベ
ル
で
の
認
可
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
後
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
で
各
社
が
都
道

府
県
に
補
助
金
を
申
請
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
公
的
金
融

機
関
か
ら
長
期
低
利
融
資
を
受
け
る
場
合
に
有
利
な
扱
い

を
受
け
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。す
で
に
勇
心
酒
造
で
は
、

中
央
で
の
申
請
作
業
に
合
わ
せ
て
香
川
県
に
申
請
書
を
提

出
し
た
。 

（
今
後
、
Ｎ
Ｒ
Ｎ
会
員
企
業
で
同
法
の
活
用
を
計
画
さ

れ
る
場
合
は
、
申
請
書
作
成
等
に
つ
い
て
事
務
局
に
ご
相

談
下
さ
い
。
） 

 

         
 
 
 
 

（
二
０
０
０
年
一
月
～
三
月
） 

 

【
武
重
本
家
酒
造
】 

●
「
酒
蔵
開
放
」
（
三
月
二
十
日
） 

・ 

来
場
者
数
：
九
二
五
名
（
昨
年
は
四
五
〇
名
） 

・ 

試
飲
の
酒
：
二
八
種
類
（
合
計
八
八
㍑
） 

・ 

お
み
や
げ
：
仕
込
み
水 

・ 

イ
ベ
ン
ト
：
利
き
酒
、
甘
酒
と
団
子
の
試
食
、

桶
作
り
実
演
、
菰
樽
の
化
粧
巻
き
の
実
演
、

瓶
の
包
装
の
体
験
、
手
打
ち
そ
ば
販
売
、
地

元
陶
芸
家
の
展
示
即
売
会
な
ど
。 

（
コ
メ
ン
ト
）
最
寄
り
駅
が
車
で
二
五
分
と

い
う
交
通
の
便
の
悪
い
場
所
に
も
か
か
わ
ら

ず
予
想
を
上
回
る
多
数
の
お
客
様
が
ご
来
場

下
さ
い
ま
し
た
。
詳
細
は
、
当
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

 

【
千
曲
錦
酒
造
】 

 

●
「
低
ア
ル
コ
ー
ル
発
泡
純
米
酒
の
技
術
導
入
」 

・ 

（
株
）
一
ノ
蔵
が
開
発
し
た
低
ア
ル
コ
ー
ル

発
泡
純
米
酒
技
術
を
導
入
し
、
六
月
中
旬
を

目
標
に
製
造
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。 

 
 

【
伴
野
酒
造
】 

 

●
「
蔵
開
き
」（
二
月
十
日
、
十
八
日
） 

・ 

募
集
人
員
：
各
二
〇
名 

・ 

会
費
：
二
千
円 

・ 

特
別
ゲ
ス
ト
：
上
山
田
ホ
テ
ル
の
ソ
ム
リ
エ

岡
田
満
里
子
さ
ん 

（
コ
メ
ン
ト
）
近
隣
の
皆
さ
ん
に
酒
蔵
を
見
学

し
て
も
ら
う
機
会
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
と
、

若
い
世
代
の
人
た
ち
か
ら
当
社
が
ど
こ
で
酒

造
り
を
し
て
い
る
が
知
ら
な
い
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
蔵
見
学
と
し
ぼ
り
た
て

の
日
本
酒
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
本
年

初
め
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
両
日
と
も
定
員

を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
当
社

と
し
て
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
日
本
酒
が
原
料

米
を
高
精
白
し
て
丁
寧
に
手
間
を
か
け
て
造

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
ま

た
女
性
や
若
い
人
た
ち
に
日
本
酒
の
美
味
し

さ
と
楽
し
み
方
を
知
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

 

【
八
戸
酒
類
男
山
工
場
】 

 

●
「
新
製
品
」（
三
月
一
日
） 

・ 

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
向
け
に
純
米
酒
「Kyasha

華

奢
」
を
発
売
し
た
。 

・ 

原
料
米
：
華
吹
雪 

・ 

ア
ル
コ
ー
ル
分
八
％ 

・ 

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
贈
り
物
に
使
え
る
よ
う
に

グ
ラ
ス
と
ミ
ニ
ク
ッ
キ
ー
が
付
い
て
い
る
。 

・ 

価
格
：
五
〇
〇
㍉
㍑
入
り
千
円
（
税
別
） 

・ 
 

【
梅
錦
山
川
】 

 

●
「
梅
錦
ビ
ー
ル
が
ド
イ
ツ
で
銀
賞
を
受
賞
」

（
二
月
） 

 
 

・ 

ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
純
粋
令
に
基
づ
い
て
品
質

を
保
証
す
る
「
Ｄ
Ｌ
Ｇ
品
質
保
証
制
度
」
の

メ
ダ
ル
受
賞
で
あ
る
。 

 

● 

「
第
十
六
回
梅
錦
蔵
ま
つ
り
」
（
三
月
十
八

会
員
ニ
ュ
ー
ス

．
．
．
．
．
． 
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日
） 

 

・ 

来
場
者
数
：
四
、
八
六
一
名
（
前
年
に
比
べ

約
一
千
人
増
） 

・ 

焼
酎
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
の
新
設 
・ 

「
ふ
れ
あ
い
市
場
」
に
地
元
の
企
業
、
団
体

が
参
加 

・ 
折
り
紙
教
室 

・ 

小
学
生
の
作
品
「
梅
錦
蔵
見
学
壁
新
聞
」
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
設
置 

 

【
神
戸
酒
心
館
】 

 

● 

「
酒
心
館
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
」 

・ 

落
語
独
演
会
（
入
場
者
約
一
〇
〇
名
） 

・ 

伝
統
芸
能
（
楽
）
セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト 

（
入
場
者
約
七
〇
名
） 

・ 

津
軽
三
味
線
演
奏
会
（
入
場
者
約
二
〇
〇
名
） 

・ 

伝
統
芸
能
セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場

者
約
一
三
〇
名
） 

・ 

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
（
入
場
者
約

一
五
〇
名
） 

・ 

ク
ラ
シ
ッ
ク

･

コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場
者
約
一
四

〇
名
） 

 

【
一
ノ
蔵
】 

● 

「
塩
釜
神
社
初
蔵
出
し
（
一
月
） 

･
 

 

塩
釜
神
社
の
参
詣
客
を
対
象
に
し
た
試

飲
即
売
会 

 
 

（
コ
メ
ン
ト
）
神
社
の
参
道
近
く
の
勝
来
酒

造
（
企
業
合
同
前
の
蔵
の
一
つ
）
駐
車
場
で

開
催
す
る
恒
例
の
行
事
で
、
当
催
事
の
み
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
（
純
米
生
酒
・
干
支
ラ
ベ

ル
、
し
ぼ
り
た
て
生
原
酒
・
干
支
ラ
ベ
ル
、

お
よ
び
干
支
マ
ス
と
の
セ
ッ
ト
）
の
試
飲
販

売
や
当
社
の
酒
粕
を
使
用
し
た
酒
饅
頭
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
多
数
の
お
客

様
で
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
楽
し
み
に

遠
方
か
ら
お
越
し
に
な
る
常
連
の
お
客
様

も
相
当
数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
は
ミ

レ
ニ
ア
ム
も
重
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
ラ
ベ

ル
・
干
支
マ
ス
が
特
に
好
評
で
、
閉
会
を
待

た
ず
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。 

● 

「
フ
ー
デ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
二
〇
〇
〇

に
単
独
で
二
回
目
の
ブ
ー
ス
出
展
（
三
月
） 

  

（
コ
メ
ン
ト
）
今
回
は
九
ア
イ
テ
ム
を
出
品

し
ま
し
た
が
、
中
で
も
「
ひ
め
ぜ
ん
」、「
す

ず
音
」
な
ど
の
低
ア
ル
コ
ー
ル
酒
に
人
気
が

集
中
し
ま
し
た
。
女
性
客
の
み
な
ら
ず
男
性

客
や
外
国
の
方
々
に
も
好
評
を
博
し
、
そ
の

製
法
や
流
通
ル
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
数
多

く
の
方
々
か
ら
ご
質
問
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

【
千
代
寿
と
ら
や
酒
造
】 

 

● 

「
酒
蔵
見
学
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」（
二

月
） 

・ 

山
形
県
の
蔵
元
の
有
志
二
〇
社
が
共
同
で
開

催 

・ 

毎
土
曜
日
に
蔵
を
開
放 
・ 
見
学
者
は
、
延
べ
二
千
人
以
上 
（
コ
メ
ン
ト
）
参
加
者
は
、
杜
氏
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
蔵
一
杯
に
広
が
っ
た
発
酵

中
の
酒
の
に
お
い
を
嗅
ぎ
、
搾
り
た
て
で
ま

だ
ガ
ス
を
含
ん
だ
普
段
飲
め
な
い
新
酒
に
感

動
し
て
お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

● 

「
千
代
寿
と
カ
ニ
祭
り
」
（
二
月
） 

・ 

市
内
ホ
テ
ル
で
開
催 

・ 

搾
り
た
て
の
新
酒
を
味
わ
う
会 

・ 

参
加
者
：
約
五
五
〇
名 

・ 

ゲ
ス
ト
：
当
地
出
身
で
「
孫
」
が
ヒ
ッ
ト
中

の
大
泉
逸
郎 

  

【
宮
坂
醸
造
】 

●
「
上
諏
訪
街
道 

呑
み
歩
き
」
（
三
月
） 

・ 

上
諏
訪
街
道
に
あ
る
五
軒
の
蔵
を
め
ぐ
り
、

自
慢
の
美
酒
を
利
き
酒
し
て
楽
し
む
会 

（
コ
メ
ン
ト
）
真
澄
で
は
、
六
種
類
の
お
酒

を
利
き
酒
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
時

は
利
き
酒
会
場
に
人
が
溢
れ
て
入
場
で
き
な

い
ほ
ど
の
盛
況
振
り
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も

こ
れ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
。
お
酒
を
楽
し
ん
だ
後
、

真
澄
特
製
の
粕
汁
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
お
客
様
も
こ
れ
に
は
大
喜
び

で
、
「
ぜ
ひ
レ
シ
ピ
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い

う
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
生
憎
二

日
間
と
も
肌
寒
い
陽
気
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

は
「
真
澄
の
お
酒
と
粕
汁
で
芯
か
ら
ぽ
か
ぽ

か
暖
か
い
ね
」
と
口
々
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。 

 

● 

第
三
回
「
真
澄
き
き
酒
塾
」
（
三
月
） 

・ 

テ
ー
マ
：「
日
本
酒
の
原
料
と
そ
の
処
理
・
麹
」

（
三
月
） 

・ 

副
杜
氏
に
よ
る
講
義
と
き
き
酒 

・ 

今
回
の
き
き
酒
は
、
各
地
の
蔵
元
の
大
吟
醸

六
種
類
と
真
澄
の
「
夢
殿
」
、
そ
し
て
新
発
売

の
「
山
廃
造
り
純
米
吟
醸
生
酒
」。 

 

  

去
る
四
月
二
十
五
日
、
東
京
・
お
茶
の
水
に
あ
る
「
お

茶
の
水
ス
ク
エ
ア
」
で
開
催
さ
れ
た
日
本
フ
ー
ド
コ
ー
デ

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に 

Ｎ
Ｒ
Ｎ
の
活
動
を
紹
介 
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ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
（
略
称
Ｊ
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
主
催
の
研
修
会
に

お
い
て
、
Ｎ
Ｒ
Ｎ
常
任
幹
事
で
あ
る
（
株
）
一
ノ
蔵
鈴
木

会
長
が
講
演
し
、
当
会
の
活
動
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。 
講
演
の
テ
ー
マ
は
「
お
酒
を
楽
し
む
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
」
。
酒
造
り
に
関
す
る
先
人
達
の
知
恵
や
歴
史
、

日
本
酒
の
種
類
と
特
徴
、
お
い
し
い
飲
み
方
な
ど
、
日
本

酒
全
般
に
つ
い
て
紹
介
し
、
実
際
に
日
本
酒
の
試
飲
も
体

験
し
て
も
ら
っ
た
。
（
試
飲
に
供
さ
れ
た
日
本
酒
は
大
吟

醸
酒
、
本
醸
造
酒
、
低
ア
ル
コ
ー
ル
酒
、
発
泡
純
米
酒
の

四
種
類
。） 

鈴
木
幹
事
は
、
食
卓
の
演
出
を
行
う
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
卵
た
ち
に
、
「
日
本
人
の
先
人
の
知
恵
と
自

然
と
の
対
話
を
考
え
な
が
ら
、
単
な
る
組
み
合
わ
せ
で
は

な
く
、“
食
卓
と
お
酒
の
融
合
”を
実
現
す
る
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
良
い
酒
を
少
量
、
良
い
雰
囲
気
で
飲
む

場
を
提
案
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。 

さ
ら
に
、
最
近
の
新
た
な
動
き
と
し
て
、
お
米
の
中
の

「
抗
潰
瘍
成
分
」
や
「
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
成
分
」
な
ど
を
活

用
し
た
新
た
な
日
本
酒
の
開
発
を
め
ざ
し
て
Ｎ
Ｒ
Ｎ
が
活

動
し
て
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
結
ん
だ
。 

こ
の
研
修
会
は
、
「
日
本
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

協
会
」
が
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
を
目
的
と

し
て
行
っ
て
い
る
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
平
成

十
一
年
度
研
修
の
最
終
回
で
、
鈴
木
幹
事
の
基
調
講
演
の

後
、
二
名
の
講
師
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に

関
す
る
講
習
も
行
わ
れ
、
約
三
〇
名
の
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
卵
た
ち
が
熱
心
に
講
習
を
受
け
て
い
た
。 

 

〈
日
本
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
の
概
要
〉 

【
目
的
】
食
を
基
軸
と
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
達
の
情
報

交
換
と
研
鑚
の
場
と
し
、各
々
の
分
野
を
包
括
し
、

食
を
創
造
す
る
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

資
質
向
上
と
そ
の
養
成
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、

食
の
健
全
か
つ
文
化
的
な
発
展
を
も
っ
て
、
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

【
会
長
】
赤
堀
千
恵
美(

赤
堀
料
理
学
園
校
長) 

【
事
務
局
】
東
京
都
文
京
区
白
山
二-

三
〇-

三 

事
務
局
長:

中
村
保
佑 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三-

五
八
〇
五-

一
九
八
一 

 

  

   

会
員
訪
問 

 

酒
井
酒
造 

 
 
 
 
 
 
 
  

（
山
口
県
岩
国
市
） 

 

 
 

岩
国
市
と
言
え
ば
「
錦
帯
橋
」。
五
連
の
た
い
こ
橋
の
独

特
な
美
し
さ
か
ら
、
日
本
三
大
名
橋
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
錦
帯
橋
に
ち
な
ん
だ
「
五
橋
」
を
ブ
ラ
ン
ド
名
に
も
つ

酒
井
酒
造
を
訪
れ
た
の
は
、
春
ま
だ
浅
い
三
月
の
夕
暮
れ

で
あ
る
。
ご
自
宅
の
ゆ
っ
た
り
し
た
和
室
に
案
内
さ
れ
て

お
待
ち
す
る
と
、
ほ
ど
な
く
和
服
に
着
替
え
ら
れ
た
酒
井 

佑
社
長
が
現
れ
た
。 

経
営
の
現
状
は
い
か
が
で
す
か
。 

― 

当
社
の
日
本
酒
の
売
れ
行
き
は
こ
の
五
年
間
横
ば

い
で
す
が
、
ま
ず
ま
ず
で
す
。
低
ア
ル
コ
ー
ル
酒
（「
花
な

ら
つ
ぼ
み
」）
は
徐
々
に
伸
び
て
お
り
、
七
二
〇
㍉
㍑
で
月

平
均
千
本
位
。
小
規
模
な
蔵
と
し
て
は
、
こ
れ
以
上
製
成

量
を
増
や
す
積
も
り
は
な
く
、
地
道
に
消
費
者
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
酒
を
造
り
続
け
る
の
が
課
題
で
す
。 

日
本
酒
全
体
と
し
て
は
不
振
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
原
因
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。 

― 

ア
ル
コ
ー
ル
や
糖
類
の
添
加
を
正
当
化
し
て
消
費

者
の
信
頼
を
失
っ
た
こ
と
が
最
大
の
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。 

当
社
で
は
十
年
以
上
前
に
糖
類
添
加
を
や
め
（
中
国
地

域
で
は
最
初
）、添
加
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
も
昨
年
か
ら
は
米

ア
ル
コ
ー
ル
に
代
え
ま
し
た
。 

商
品
政
策
や
酒
造
り
で
の
モ
ッ
ト
ー
な
り
、
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

― 

吟
醸
酒
や
純
米
酒
の
比
率
は
さ
ほ
ど
高
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
自
分
が
晩
酌
で
飲
む
「
当
た
り
前
の
酒
」
を
人

に
も
奨
め
た
い
の
で
す
。
一
番
の
こ
だ
わ
り
は
原
料
米
。

質
の
良
い
県
産
米
を
確
保
す
る
た
め
、
柳
井
市
伊
陸
（
い

か
ち
）
地
区
の
農
家
と
山
田
錦
の
栽
培
契
約
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
る
た
め
、
一
昨
年
十
月
に

精
米
所
を
伊
陸
に
移
設
し
ま
し
た
。
農
家
の
人
が
、
自
分

の
米
の
出
来
具
合
を
気
に
し
て
精
米
所
を
訪
れ
る
な
ど
思

わ
ぬ
効
果
が
で
て
お
り
、
今
後
の
品
質
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

ま
た
、
通
常
の
醸
造
期
間
は
十
一
月
か
ら
四
月
末
ま
で

で
す
が
、
十
年
前
か
ら
夏
に
仕
込
ん
だ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
生

酒
を
地
元
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

最
近
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
何
で
し
ょ
う
か 

― 

県
内
唯
一
の
金
賞
受
賞
（
昨
年
）
や
全
日
空
の
国

際
便
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
「
大
吟
醸
・
錦
帯
五
橋
」
が

採
用
さ
れ
た
こ
と
（
九
九
年
九
月
～
二
〇
〇
〇
年
二
月
）

も
あ
り
ま
す
が
、
一
昨
年
十
月
か
ら
発
行
し
て
い
る
「
蔵

元
だ
よ
り
」
に
対
す
る
反
応
が
お
客
さ
ん
か
ら
返
っ
て
く

る
こ
と
の
方
が
う
れ
し
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。 

新
し
い
時
代
に
お
け
る
お
蔵
の
姿
に
つ
い
て
、
抱
負
を

聞
か
せ
て
下
さ
い
。 

― 

ま
ず
は
、お
米
に
こ
だ
わ
る
蔵
で
あ
り
続
け
た
い
。

第
二
に
日
本
酒
の
持
つ
伝
統
性
を
大
事
に
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
蔵
元
の
生
活
ス
タ
イ
ル
か
ら
正
す
こ
と
が
大

切
で
す
（
た
と
え
ば
、
お
澗
は
必
ず
湯
煎
に
す
る
な
ど
）。

第
三
に
、
お
客
さ
ん
本
位
を
つ
ら
ぬ
い
て
、
地
元
と
密
着

し
た
蔵
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
日
本
酒
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
期

麹室にて：酒井 佑社長
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待
や
要
望
を
。 

― 

一
ノ
蔵
さ
ん
の
「
三
ト
ン
以
上
の
仕
込
み
は
し
な

い
」
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
や
、「
米
を
見
直
す
」
と
い
う
ラ
イ

ス
パ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
の
考
え
に
共
感
し
て
、
仲
間
に
加
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
富
久
錦
さ
ん
の
「
純
米
酒
一
〇
〇
％
路

線
」
も
凄
い
で
す
ね
。
こ
う
い
う
人
々
が
身
近
に
い
る
こ

と
自
体
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。
低
ア
ル
コ
ー
ル
発
泡
純
米

酒
「
す
ず
音
」
に
も
興
味
が
あ
り
、
で
き
れ
ば
手
が
け
て

み
た
い
の
で
す
が
。 

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 

＊ 

酒
井
酒
造
の
特
徴
は
、
若
い
力
が
伸
び
伸
び
と
活
躍
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
夏
期
の
生
酒
造
り
や
、
月
刊
の

「
蔵
元
だ
よ
り
」
も
若
い
社
員
が
主
力
と
な
っ
て
支
え
て

い
る
。四
五
年
の
経
験
を
持
つ
吉
永
杜
氏
や
酒
井
社
長
と
、

若
手
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
申
し
分
な
い
よ

う
だ
。
あ
く
ま
で
も
堅
実
な
経
営
方
針
と
あ
わ
せ
て
、
当

社
の
最
良
の
資
産
は
こ
こ
に
あ
る
と
の
印
象
を
深
く
し
た

次
第
で
あ
る
。（
事
務
局
） 

 

【
会
社
デ
ー
タ
】 

・
従
業
員
数
：
常
勤
二
三
名
＋
非
常
勤
（
季
節
含
む
）

八
名 

・
創
業
：
明
治
四
年 

・
製
成
数
量
：
六
三
〇
㌔
㍑
（
実
数
） 

・
課
税
移
出
数
量
：
七
九
八
㌔
㍑
（
実
数
） 

・ 

特
定
名
称
酒
比
率
：
吟
醸
酒
（
純
米
吟
醸
含
む
）
八
％
、 

純
米
酒
八
・
八
％
、
本
醸
造
酒
十
一
・
六
％ 

・
販
売
先
構
成
：
山
口
県
（
日
本
海
側
を
除
く
）・
広
島

市
な
ど
の
山
陽
地
方
が
中
心
。
小
売
三
〇
％
、
卸
売

七
〇
％
。 

   

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
・
・
・ 

 
- 

新
規
加
入
会
社
か
ら
の
ご
挨
拶 - 

  
 
 
 
 
 

 

今
年
に
な
っ
て
か
ら
丹
山
酒
造
、
奥
の
松
酒
造
の
二
社

が
新
規
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
奥
の
松
酒
造
か
ら
次
の

よ
う
な
挨
拶
状
が
届
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
り
会

員
数
は
三
一
社
と
な
り
ま
し
た
。 

  
 
 
 

奥
の
松
酒
造
株
式
会
社 

  
 
 
 
 

 

 
 

 

代
表
取
締
役 

遊 

佐 

静 

子 

  
 

こ
の
度
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｎ
会
の
入
会
を
ご
承
認
頂
き
社
員

一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
奥
の
松
酒
造
は
、

江
戸
初
期
の
享
保
元
年
（
一
七
一
六
年
）
か
ら
東
北
地

方
の
地
酒
屋
と
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

時
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
Ｉ

Ｔ
産
業
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
Ｎ
Ｒ

Ｎ
会
へ
の
入
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
少
し
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
食
の
原
点
を
考
え
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

    

会
社
概
要 

 

【
本
社
所
在
地
】
福
島
県
二
本
松
市
長
命
六
九 

【e-m
a

il

】ok
u

n
om

a
tsu

@
m

a
2

.ju
stn

et.n
e.jp
 
 

 

【
資
本
金
】
一
億
円 

【
従
業
員
数
】
常
勤
三
四
名 

【
年
間
製
成
数
量
】
一
、
六
０
０
㌔
㍑ 

  
 

ヒ
ト
・
・
異
動
・
・
ヒ
ト
・
・
異
動 

 

■ 

鈴
木
和
郎
常
任
幹
事
は
、
六
月
七
日
、
金
沢
で
開

催
さ
れ
た
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
通
常
総
会
に
お

い
て
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
の
場
合
、
地

域
代
表
理
事
で
は
な
く
中
央
会
の
指
名
に
よ
る
理

事
と
の
こ
と
で
、
同
氏
の
戦
略
的
頭
脳
に
対
す
る
期

待
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

 

■ 

大
石 

剛
顧
問
は
、
四
月
、
防
衛
大
学
校
教
授
か

ら
千
葉
県
の
江
戸
川
大
学
社
会
学
部
教
授
（
経
営
学

担
当
）に
転
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
公
務
員
の
制
約
が
な

く
な
っ
た
の
で
自
由
な
立
場
か
ら
Ｎ
Ｒ
Ｎ
の
サ
ポ
ー

ト
に
一
層
奮
励
努
力
し
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。 

  
 
 
 
 

（
北
海
道
新
聞
・
五
月
十
八
日
付
夕
刊
「
今 

 
 
 
 
 

    

日
の
話
題
」
か
ら
抜
粋
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

左
党
に
う
れ
し
い
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も          

心
配
の
タ
ネ
に
な
る
の
か
、
ち
ょ
っ
と
迷
う
お

酒
が
あ
る
。
ま
だ
、
販
売
は
さ
れ
て
い
な
い
。

試
験
醸
造
が
近
く
始
ま
り
、
早
け
れ
ば
年

末
、
遅
く
と
も
来
春
に
は
店
頭
に
並
ぶ
。
胃

か
い
よ
う
を
予
防
し
、
か
い
よ
う
を
改
善
す

る
効
果
が
見
込
め
る
酒
が
誕
生
す
る
と
い
う

の
だ
。  

（
中
略
） 

 
 
 
 
 
 

 

勇
心
酒
造
は
昨
年
末
、
宮
城
県
の
酒
造 

 
 
 

 
 

 

会
社
一
ノ
蔵
な
ど
全
国
三
十
の
蔵
元
と
一 

 
 
 
 
 
 
 

緒
に
「
日
本
酒
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」 

         

を
つ
く
った
。  

（中
略
） 

 
 
 
 
 

    

胃
に
良
い
と
な
れ
ば
飲
み
過
ぎ
る
恐
れ
が 

・ 
 
 
 

あ
る
。
徳
山
社
長
は
「ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
の
エ
キ 

・ 
 
 
 

ス
は
、
い
く
ら
飲
ん
で
も
い
い
。
で
も
ア
ル
コ 

・ 
 
 
 

ー
ル
の
作
用
は
別
問
題
で
す
」と
い
う
。 

・ 
 
 
 
 

さ
て
ど
う
す
る
か
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〇
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〇
〇
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東
京
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千
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区
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田
錦
町
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信
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／
ｏ
日
本
ア
プ
ラ
イ
ド
リ
サ
ー
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研
究
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電
話
・
〇
三
（
五
二
八
二
）
二
七
三
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発
行
人 

日
本
酒
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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